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研究の概要（２００～３００字で記入、図・グラフは使用しないこと） 

 

我が国では、温泉地数は増加傾向にあるものの温泉地の宿泊施設数は年々減少している。

そのため、地方温泉地では廃業する宿泊施設が増加し、景観や治安上問題が生じることが

懸念されるが、廃業した宿泊施設（敷地・建物）を有効に更新して温泉地の魅力向上と活

性化に繋げていくことがこれからの温泉地の重要な課題と言える。本研究では、この問題

意識から、全国的にどの程度の温泉地において廃業宿泊施設の更新が問題となっているの

か、どのように廃業宿泊施設の更新がなされているのか等の状況について明らかにするた

めのアンケート調査を全国の温泉地に対して実施し、廃業宿泊施設の更新に関する全国的

な動向を明らかにした。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

1 .  はじめに  

( 1 )  研究の背景と目的  

 環 境 省 に よ る と 、 2015 年 度 の 時 点 で 、我 が国 に は 3 ,084 箇 所 の 温 泉 地 が あ り 、温 泉地 の宿 泊 施 設 数

は 13 ,108 軒 に 上 る 。し か し 、 1989 年 度 か ら 2015 年 度 の 温 泉 地 数 と 宿泊 施 設 数 の 推 移 を 見ると 、温 泉

地 数 は や や 増 加 傾 向にあ る の に 対 し 、宿 泊 施設 数 は 1995 年 度 を ピ ーク に 減 少 傾 向 が 続 いてお り 、1995

年 度 か ら 2015 年 度 に かけ て 2 ,600 軒 以 上 も 宿 泊 施 設 数 が 減 少 し ている 。こ れ は 、観 光 を巡る 需 要 の 変

化 や 減 少 に よ り 廃 業に至 っ た 宿 泊 施 設 が 少なく な い こ と を 示 し ている 。  

 近 年 、 訪 日 外 国 人 観 光 客 の 急 増 に 伴 い 、 京 都 や 鎌 倉 等 の 大 都 市 近 郊 の 観 光 地 で は オ ー バ ー ツ ー リ ズ

ム が 社 会 問 題 と し て 取 り 沙 汰 さ れ る が 、 そ の 一 方 で 地 方 温 泉 地 は 今 後 も 益 々 衰 退 し て い き 、 廃 業 す る

宿 泊 施 設 が 増 加 す る こ と が 懸 念 さ れ る 。 ま た 、 耐 震 改 修 促 進 法 の 影 響 で 耐 震 改 修 を 行 う 程 の 余 力 の な

い 宿 泊 施 設 の 廃 業 が予想 さ れ る 。  

 こ の 状 況 を 踏 ま え る と 、 廃 業 し た 宿 泊 施 設 （ 敷 地 ・ 建 物 ） を 有 効 に 更 新 し て 温 泉 地 の 魅 力 向 上 と 活

性 化 に 繋 げ て い く こ と が こ れ か ら の 温 泉 地 の 重 要 な 課 題 と 言 え よ う 。 し か し 、 全 国 的 に ど の 程 度 の 温

泉 地 に お い て 廃 業 宿 泊 施 設 の 更 新 が 問 題 と な っ て い る の か 、 ど の よ う に 廃 業 旅 館 の 更 新 が な さ れ て い

る の か 等 の 状 況 に ついて は 明 ら か に な っ ていな い 。 そ こ で 、 2018 年 9 月 及 び 12 月 に 、全 国 の 温 泉 地

を 対 象 に 廃 業 旅 館 の問題 に 関 す る 実 態 ア ンケー ト 調 査 を 実 施 し た。  

 な お 、 温 泉 地 に お け る 旅 館 の 廃 業 は 一 種 の 空 き 家 問 題 と 捉 え る こ と が で き る 。 し か し 、 住 宅 街 に お

け る 空 き 家 問 題 と の 違 い と し て は 、 旅 館 の 多 く は 高 層 化 ・ 巨 大 化 し て お り 、 そ れ が 温 泉 地 と い う 狭 隘

な 土 地 に 占 め て い る こ と 、 住 宅 地 と 異 な り 観 光 地 は 地 域 の 魅 力 が 地 域 経 済 に 直 接 的 な 影 響 を 与 え う る

こ と か ら 温 泉 地 に お け る 廃 業 宿 泊 施 設 の 問 題 は 住 宅 地 に お け る 空 き 家 問 題 と 異 な る 問 題 と し て 取 り 扱

わ れ る 必 要 が あ る と考え る 。  

 

2 .  アンケート調査に見る全国の廃業宿泊施設を巡る実態  

2 -1 アンケート調査の概要  

 山 村 （ 2015） を 参 照 し 、 本 研 究 で は 2012 年 の 延 べ 宿 泊 客 数 上 位 100 温 泉 地 及 び 宿 泊 施設 数 が 5 以

上 あ る 国 民 保 養 温 泉地の 計 168 温 泉 地 を 対 象と し た（ 以 下、対 象 温泉 地 ）。調 査 対象 者 は 、行 政 観 光 課

及 び 観 光 団 体 （ 観 光協会 あ る い は 旅 館 組 合）と し た 。 そ の 結 果 、 141 の 市 町 村 と 162 の 観 光 団 体 が 対

象 と な っ た 。 そ の 理 由 は 、 廃 業 温 泉 旅 館 の 状 況 を 行 政 と 観 光 事 業 者 団 体 の い ず れ が 詳 し く 把 握 し て い

る か は 各 温 泉 地 に よ っ て 異 な る こ と 、 及 び 行 政 と 観 光 団 体 の 廃 業 旅 館 に 対 す る 意 識 や 取 り 組 み の 差 を

明 ら か に す る た め で あ る 。 ま た 、 一 つ の 行 政 区 域 内 に 複 数 の 対 象 温 泉 地 が 存 在 す る 場 合 、 そ れ ぞ れ の

状 況 に つ い て 回 答 を依頼 し た 。 送 付 さ れ たアン ケ ー ト は 330 部 （ 141 市 町 村 に 164 部 、 16 2 観 光 団 体

に 166 部 ）で あ っ た 。回 収 票 数 は 136 温 泉 地分 で あ り 、配 布温 泉 地（ 168 温 泉 地 ）の 81%に 相 当 す る 。

回 収 部 数 は 計 181 で そ の 内 訳 は 行 政 か ら 92 温 泉 地 分 （ 回 収 率 56%）、 観 光 団 体 か ら 89 温泉 地 分 （ 回

収 率 54%） で あ っ た 。  

2 -2  温泉地における廃業宿泊施設の実態と意識  

( 1 )  温泉地における廃業した宿泊施設の状況  

 ア ン ケ ー ト 調 査 時 現 在 、 廃 業 の 宿 泊 施 設 が 存 在 す る と 回 答 の あ っ た 温 泉 地 は 131 温 泉 中 105 温 泉

（ 80%） に 上 っ た 。 そ の う ち 、 空 家 状 態 の宿泊 施 設 が 存 在 す る 温泉地 が 135（ 76%） で そ の 平 均 は 2 .9

軒 、 建 物 が 取 り 壊 され空 き 地 化 し た 状 態 のもの が 存 在 す る 温 泉 地 が 77（ 50%） で そ の 平 均 は 1 .7 軒 で

あ っ た 。 し か し 、 廃 業 す る 宿 泊 施 設 数 の 近 年 の 動 向 に つ い て は 、 行 政 あ る い は 観 光 団 体 、 あ る い は そ

の 両 者 が「 近 年 廃業 する 宿 泊 施 設 は ほ と んどな い 」と 回 答 し た温 泉地 が 63 と 最 も 多 く 、減少 傾 向 に あ

る と 回 答 の あ っ た 温泉地 は 9 で あ り 、廃 業 宿泊 施 設 が 増 加 傾 向 にある と 回 答 の あ っ た 温泉地 は 18 で あ

っ た こ と か ら 、 全 国的に 見 る と 廃 業 し た 宿泊施 設 の 数 自 体 は 増 加して い な い こ と が 伺 える。  

(2 )廃業した宿泊施設が温泉地に与える影響に対する意識  

 廃 業 し た 宿 泊 施 設 が 存 在 す る 温 泉 地 に お い て 、 そ れ に よ っ て 受 け る 温 泉 地 の 影 響 と し て は 「 温 泉 地

が 暗 い イ メ ー ジ に なる 」「 温 泉 地 の 町 並 み 景観を 悪 化 さ せ る 」 が いずれ も 83 温 泉地 （ 69%） で 指 摘 さ

れ た 。 次 い で 、 廃 業した 宿 泊 施 設 が 崩 壊 する危 険 性 が 41 温 泉 地 （ 34%）、 廃 業 に よ っ て 地 域全 体 の 宿  



 

※ ホームページ等で公表します。（様式２－２）  

立 教 ＳＦ Ｒ－ 個人 －報 告  

 

研究成果の概要（つづき） 

泊 キ ャ パ シ テ ィ の 低下を 危 惧 す る 比 率 が 39 温泉 地（ 32%）で あ っ た 。一 方 、廃 業 宿 泊 施 設に 対 し て 観

光 客 か ら 不 満 の 声 が 上が る と い う 問 題 を 指 摘し た 温 泉 地 は 8（ 7%） に 留 ま る 。 主 体 別 に 比較 す る と 、

そ の 両 者 に 大 き な 差 は な い 。 従 っ て 、 廃 業 宿 泊 施 設 が 地 域 に 与 え る 影 響 へ の 意 識 は 組 織 に 依 ら な い こ

と が 示 唆 さ れ る 。  

(3 )廃業した宿泊施設の更新の重要性に対する認識  

 温 泉 地 の 活 性 化 にとっ て 廃 業 宿 泊 施 設 の更新 を ど の 程 度 重 要 だと認 識 し て い る か に ついて は 、「 と て

も 重 要 」と 回 答 のあ った 温 泉 地 が 78（ 59%）に 上 る が 、一 方 で、「 重要 だ が 他 に 優 先 す べき取 り 組 み が

あ る 」も 73 温 泉 地（ 55%）と 高 く 、廃 業 宿 泊施 設 に 対 す る 問 題 として の 認 識 は 二 分 さ れてい る 。主 体

別 に 比 較 す る と 、観 光団 体 は そ の 57 温 泉 地（ 66%）が「 と て も 重 要 」だ と 捉 え て い るの に対 し 、行 政

は そ の 比 率 が 32 温 泉地 （ 36%） に 留 ま り 、「 重 要 だ が 他 に 優 先 すべき 取 り 組 み が あ る 」とい う 意 識 を

持 っ た 回 答 が 52 温 泉 地（ 59%）と 多 く 、有 意的 な 差 が 生 じ て い る。つ ま り 、廃 業 宿泊 施 設の 更 新 に 対

す る 行 政 の 消 極 性 が伺え る 。  

2 -3  廃業した宿泊施設を巡るこれまでの経験  

 過 去 10 年 に お い て 廃業 宿 泊 施 設 の 空 き 家化・空 き 地 か 以 外 に ど のよう な 変 化 が あ っ た のかを 見 る と 、

廃 業 宿 泊 施 設 が 取 り 壊 さ れ ず に 新 た な 経 営 者 に よ る 宿 泊 施 設 と な る と い う 変 化 の あ っ た 温 泉 地 が 82

（ 67%）、建 物 が そ の ま ま 他 の 用 途 に 転 用 された も の が 33 温 泉 地（ 27%）で あ っ た 。つ ま り 、廃 業 宿 泊

施 設 は 民 間 事 業 者 間 の 土 地 ・ 建 物 売 買 に よ っ て そ の 建 物 が 新 た に 宿 泊 施 設 や 他 の 施 設 と し て リ ニ ュ ー

ア ル さ れ た り 、 新 規 に 建 物 が 建 設 さ れ た り す る こ と で 空 き 家 ・ 空 地 状 態 を 脱 す る 可 能 性 が 高 い こ と を

示 し て い る 。それ は 逆に 、民 間 事 業 者間 の 土地・建 物 売 買 が行 わ れな い よ う な 廃 業 宿 泊施設 に 対 し て 、

行 政 や 観 光 団 体 が こ の 問 題 を 対 処 す る 必 要 が あ る こ と を 示 唆 す る も の で も あ る 。 し か し 、 廃 業 宿 泊 施

設 が 取 り 壊 さ れ 、公 園や 広 場 な ど の 公 共 空間に な っ た 温 泉 地 は わずか 17 温 泉 地（ 14%）に 過 ぎ ず 、行

政 や 観 光 団 体 が 廃 業宿泊 施 設 の 問 題 に は 十分に 取 り 組 め て い る とは言 い 難 い 。  

2 -4  廃業宿泊施設の更新に対する具体的アクション  

( 1 )廃業した宿泊施設の更新に対する取り組み  

 行 政 や 観 光 団 体 は 廃 業 宿 泊 施 設 の 更 新 に 対 し て ど の よ う な 取 組 み を 行 っ て き た の か 。 行 政 あ る い は

観 光 団 体 が こ の 問 題 に 対 し て 議 論 を し た 経 験 が あ る 温 泉 地 は 54（ 41%）、 議 論 の 経 験 が な い 温 泉 地 は

76（ 58%） で あ り 、 全 国 的 に 重 大 な 問 題 と 認 識 さ れ な が ら 議 論 は 進 ん で い な い 状 況 が 分 か る 。 議 論 経

験 の あ る 5 4 温 泉 地 の う ち 、 廃 業 宿 泊 施 設 の 更 新 が 具 体 的 に 進 ん だ 経 験 を 有 す る 温 泉 地 は 24 温 泉地

（ 18%）に 留 ま っ た 。主 体 別 に 見 る と 、議論や 検 討 を 行 っ た 経 験を有 す る 行 政 は 29 温 泉 地（ 33%）、観

光 団 体 は 35 温 泉 地（ 41%）で あ り 、行 政 よ りも 観 光 団 体 の 方 が その比 率 は 高 い 。ただ 、実際 に 取 り 壊

し に 至 っ た 比 率 は 行政で 14 温 泉 地 （ 16%）、 観 光 団 体 で 16 温 泉 地 （ 19） %で あ っ た 。 以 上 か ら 、 廃 業

宿 泊 施 設 の 問 題 に 対する 行 政 や 観 光 団 体 の取組 み は 十 分 と は 言 えない 。  

(2 )  行政及び観光団体が懸念する課題  

 廃 業 宿 泊 施 設 の 更 新 に あ た っ て 、 想 定 さ れ る 最 も 大 き な 課 題 を 尋 ね た と こ ろ 、 行 政 ・ 観 光 団 体 い ず

れ も 建 物 撤 去 費 用 の 確 保 を 課 題 と す る 比 率 が 最 も 高 い 結 果 と な っ た 。 続 い て 、 行 政 は 撤 去 後 の 利 用 方

法 の 合 意 形 成 、 観 光 団 体 は 地 権 者 の 理 解 を 得 る こ と が 課 題 だ と し て い る 。 ま た 、 行 政 は 一 般 住 民 の 理

解 を 得 る こ と に つ いても 課 題 だ と す る 比 率が観 光 団 体 に 比 べ て 高い。  

 

3 .  今後の研究課題  

 以 上 の よ う に 、 全 国 的 に 廃 業 宿 泊 施 設 は 地 域 に 悪 影 響 を 与 え て い る も の の 、 そ れ に 取 り 組 む に あ た

っ て は 課 題 や 懸 念 が 多 く 、 解 決 策 を 見 い だ せ な い 状 況 が 明 ら か に な っ た 。 し か し 、 そ の 一 方 で 幾 つ か

の 温 泉 地 で は 行 政 や 観 光 団 体 の 取 り 組 み に よ っ て 廃 業 宿 泊 施 設 の 更 新 に 取 り 組 ん で い る 。 今 後 は 具 体

的 な 温 泉 地 に お け る 廃 業 宿 泊 施 設 更 新 の 事 例 調 査 を 進 め 、 廃 業 宿 泊 施 設 の 更 新 方 法 の 一 般 論 化 が 必 要

で あ る 。  

※  この （様式２）に記入の、成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間

等を記入した調書（Ａ４縦型横書き１枚・自由様式）を添付すること。  
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